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　　　　奥尻島西部の深成作用と鉱化作用

一北海道西部地域白亜紀一第三紀初期の鉱化作用（1）一

成田　英吉＊　太田　英順＊＊　大森　江い＊＊＊　寺島　　滋＊＊＊

NARITA，E．ラOHTA，E。，OHMoRI，E．and　TERAsHIMA，S．（1980）　Plutonism　and　related　min－

　　eralization　of　the　westem　area，Ok両iri　islandラHokkaido－Study　on　themineralization

　　of　late　Mesozoic　to　early　Tertiary　in　westem　Hokkaido，Japan（1）＿珈乙080」．S鉱7∂．

　　」ψαη，vo1．31（2），P。55－71．

A恥s重職e電3The　basement　rocks　of　the　Ok両iri　island，westem　Hokkaido　consist　of　volcano－

pluton　oflate　Mesozoic　eraラand　someminormetallicmineralizationsare㎞own。Thevolcano－

plutonic　rocks　are　characterized　by　the　presence　of　dacitic　welded　tuff　and　granodioritic　rock．

Thelatter　shows　various　kinds　ofrock魚cies　changing丘om　microgabbro　to　microgranophyre　in

the　westem　area　of　this　island．

　　There＆re　attended　the　characteristic　wall　rock　alterations　as　a）epidote－chlorite－albiteブ

b）sericite－quartz　and　c）orthoclase－tourmaline　caused　through　the　process　of　mineralization

which　fbrmed　ore　of　porphyry　copper　type　and　of　silver－bea血g　Pb－Zn　vein　type　associated

with　tourmaline，topaz，cassiterite，scheeliteαnd　molybdenite．Both　types　ofore　are　regarded　to

be　fbrmed　as　the　result　ofhigh　temperature　mineralization　while　the　intrusives　are　considered

to　be　high－level　gr＆nitoids　because　ofzonal　texture　ofplagioclase　and　micrographic　texture　of

quartz－orthoclase。Consequently，the　mineralization　in　question　may　belong　to　a　xenothermal

type・

1．はじめに
北海道西部のグリンタフ地域には先新第三紀の基盤岩

が地塊状に露出する．これらの基盤岩中には中生代末の

深成岩類の逆入が知られ，小規模ながらそれらに関係す

る鉱化作用をともなっている．本地域の西端に位置する

奥尻島の基盤岩中には中生代末の深成岩類が同島東部，

北部・西部，中央部に広く分布し，これらに関係するAu・

Ag，Sn，W，Mo，As，Sb，Cu，Pb，Znの小規模な鉱化

作用がともなわれている．

　目本列島の中生代変動帯には顕著な火山7深成活動が

知られ，西南目本内帯，東北日本には，　これらの火山一

深成作用にSn，W，Moをともなう特徴ある金属鉱化作

用が知られている．奥尻地区の鉱化作用も類似の性格を

もつもので，この報告では奥尻島西部地区の深成岩，鉱

化作用について記載する．

　この報告書作成にあたっては沢・山田両技官の調査資

料の一部を使用させていただき，深成岩の一部について

は久保技官に検討していただいた．又，植田北海道支所

長，北大理学部番場教授には，貴重な御意見をいただい

た．こ．れらの方々に厚く御礼申しあげる．

＊資料室＊＊北海道支所＊＊＊技術部

2・奥尻島西部の地質

奥尻島の地質・岩石については古く　SUZUM　and

NEMoTo（1935），福富・園木（1936）によって，又，

SHIBATA（1961），佐藤・白幡（1965）や，最近では秦

（1976）の報告があり，その概要が報告されている．奥

尻地区の鉱床区はBAMBA（1977）によって北海道の地質

区と関連して北海道西部中生代一新第三紀初期のものと

してまとめられている．

　当地区の地質は，主として先新第三紀基盤深成岩，火

砕岩とそれらを不整合に覆う新第三紀の火砕岩類で構成

される．とくに，西部地域では，先新第三紀の酸性深成

岩類，中性一酸性火砕岩類（奥尻層，藻内溶結凝灰岩層），

新第三紀中新世の基底玄武岩（松江武岩），石英安山岩，

角閃石安山岩溶岩，同質火砕岩（青苗層主部）および輝

石安山岩質火山角礫岩（米岡層），鮮新世の凝灰角礫岩，

凝灰質砂岩，安山岩溶岩（神威山層）で構成される（秦，

1976）・地質の概要は秦によって詳細にのべられているの

で，ここでは鉱化作用に関係深い先第三紀の堆積岩，火

成岩についてのみ記述する．

　調査地域は，中央部をほぼ東西に走る断層で2地区に

分けられ，両地区はいずれも新第三紀の火砕岩，溶岩で
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覆われるが，北部地区は上記断層を境にして上昇した地

域で，南部に比べ先第三紀の基盤深成岩類が良く露出す

る．南部はそれに比べて先新第三紀の基盤堆積岩類が比

較的広く分布する（第1図）・

奥尻層はモタテイシ川上流から，モタテイシ南部の海

岸地域に分布し，石英安山岩質凝灰岩，凝灰質砂岩を主

とし，稀に砂質泥岩を挾在している．本層は地区の基盤

をなすもので，深成岩による遊入を受け，熱変成作用に

よりホルンフェルス化している．本層は北部で深成岩と

東西断層で接し，青苗層に不整合に覆われるが，南部で

は同層と東北東断層で接している．

藻内層はモナイ川流域と2の沢，3の沢川口付近に小

規模な分布をしめし，主として石英安山岩質溶結凝灰岩

で構成され，同岩は暗灰色，硬質の岩石で，一見，石

英，斜長石斑晶の多い石英安山岩様外観を呈する．本層

中には，モナイ採石場でN70。E，　10。SEの走向・傾斜

をしめす1m程度の砂質凝灰岩を挾み，少なくとも上下

2枚の火砕流堆積物の存在をしめす．また，2の沢では
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奥尻島西部の深成作用と鉱化作用（1）（成田英吉・太田英順・大森江い・寺島　滋）

深成岩源のアルコース砂岩を挾在している．本層は弱い

熱変成作用を受けホルンフェルス化している．

　石英安山岩質溶結凝灰岩は，暗灰色の緻密な岩石で，

斑状構造をしめすが，石基には溶結組織や石質破片が認

められる．斑晶には斜長石＞石英＞正長石が認められる

が，斜長石が圧倒的に多い．斜長石は半自形，破砕状で

L7mm前後のものが多く，大きなものでは3－4mm
程度のものが認められ，An3・前後をしめす．正長石は斜

長石の外側部に一部みられ，ペルト石状組織をもち，一

般に1．0－L5mmで，大きなものは2・2mmのものが認

められるが量は少ない。石英は半自形一他形で融蝕状の

ものが多い．石基は全体に破璃質だが，脱破璃作用が認

められ，微細な珪長質鉱物を形成している．部分的に細

粒溜状，細脈状石英一黒雲母一磁鉄鉱一楯石のホルンフェ

ルス状再結晶組織が認められる．

’変玄武岩岩脈はモナイ川下流にみられ藻内層を貫き，

一部同層と断層で接する．この岩石は斜長石＞普通輝石

＞斑状斜長石で構成され，石基は玄武岩質な長柱状斜長

石と細粒輝石からなるインターサータル組織を作ってい

る．斜長石は長柱状で，一般に0・1－0・4mmで，An7。を

しめす．斑状斜長石は0・7mm程度の短柱状のもので，

累帯組織をしめし，中央部はAn7・をしめすが外側は

An52をしめす．普通輝石は平均0・3mm，最大0・7mm，

c〈Z＝50。で，石基，斑晶ともに二次的な細粒の黒雲母，

角閃石に変わっているものが多い．二次的な黒雲母，角

閃石は藻内層の諸岩石と同様に熱変成作用によるもの

で，微粒モザイク状集合，或いは細脈に産出する．角閃

石は陽起石質のものでc〈Z＝19。，針状，放射状のものが

多く，X＝paleyellow，Y－paleyellowishgreen，Z＝

pale　clear　greenの多色性をしめす．

　この変玄武岩は藻内層を貫くが，熱変成作用を受けて

おり，深成岩逆入以前のもので藻内層の火山活動中に含

められる．

　深成岩類はこれらの地層，火山岩類を貫き，それらに

熱変成作用をあたえている．この岩石は主として花商閃

緑岩質のもので，石英斑岩，微文象岩，アプライト，石

英閃緑岩，トナール岩，微斑栃岩にわたる岩相が小規模

に認められる（第2図，第1表，第2表）・微斑栃岩をの

ぞいて他の深成岩類は明確な境界をもたず，漸移的に移

り変わるが，微斑栃岩は巨大な捕獲岩状て同源）の産状

をしめし，花闘閃緑岩との間に石英，黒雲母の多いトナ

ール岩質岩を作って，微斑栃岩と明確な境界をしめす．

　微斑栃岩は完晶質で斜長石＞角閃石＞黒雲母＞石英で

構成され，斜長石は0。3mmの長柱状のものが圧倒的に

多く，An68で，基質は微斑栃岩様組織をつくっている。

斑状斜長石は前者に比べて大きく2－4mm前後でAn62

をしめすが量は少ない．角閃石，黒雲母は輝石から変わ

ったものが多く，その仮晶をしめす．仮晶中には輝石の

残晶がまれにみられ，普通輝石の性質をしめす．角閃石

は半自形から他形で，針状，柱状結晶の集合で黒雲母と

良く共生する．c〈Z＝20。で，X－pale　yellow，Y－pale

yellowish　green・Z＝palc　greenの多色性をしめす．黒雲

母は角閃石と共に輝石を交代して形成されているが，モ

ザイク状石英と共生する揚合も多い．黒雲母はXニpale

yellow，Y÷Z－dark　brownの多色性をしめす．石英

は稀に0・8mm程度の斑状他形のものが認められるが，

多くは長柱状斜長石の粒間に黒雲母・磁鉄鉱と共生して

細粒モザイク状の集合を作っている．モザイク状石英，

黒雲母は周辺の深成岩の熱変成作用によるものである．

　トナール岩は微斑栃岩と同様に幌内川南岸にみられ，

比較的明確な境界をもって微斑栃岩をとりかこむ．これ

は斑状の深成岩で，斑状斜長石＞角閃石＞黒雲母＞石英

＞スカポライトからなる．斑状斜長石は一般に自形，半

自形短柱状で累帯組織をしめし，大きなもので4mmに

達し，An62をしめす．スカポライトは他形で石英と同

様の産状をしめすが，弱い壁開が認められる．角閃石は

短柱状，半自形から他形，淡色でX＝pale　yell・w－c・1－

ourless，Y＝paleyellowishgreen，Z－cleargreenの多

色性をしめし，c〈Zニ22。，しばしば葉片状のものも認め

られ，陽起石質な角閃石である．基質は先にのべた微斑

栃岩と同様な長柱状斜長石集合からなる組織を作るが，

微斑栃岩と同様に再結晶性モザイク状石英と細粒角閃

石，黒雲母を共生する．また，磁鉄鉱，ルチール，燐灰

石の副成分鉱物や緑泥石，絹雲母，炭酸塩鉱物などの2

次変質鉱物をともなっている．

　石英閃緑岩はモタテイシ川中流から海岸にほぼ北東北

方向にのびて分布する中粒の岩石である．組成鉱物は斜

長石＞石英＞黒雲母＞角閃石＞正長石と少量の磁鉄鉱，

ジルコン，燐灰石をともなう．斜長石は比較的長柱状の

大型（約4mm）のものと短柱状のものがみられ，前者

はAn64，後者はAn4。をしめす．石英は一般に他形粒状

で2－3mm程度のものが多く，大きなもので4－5mm

で，短柱状斜長石を含有しポイキリティック組織を作

る。正長石は石英，斜長石間を埋め，一般に0．5－0．6mm

前後の大きさで，ペルト石組織をもち，曹長石部に聚片

状双晶が時折認められる．黒雲母は半自形から他形，一

般に0・5－1mm前後で，大きなものでは4mmに達する

ものがある．多色性はX＝paleye11・w，Y÷Z－dark

brownをしめす．角閃石は自形から半自形で，1－3mm

前後，Xニyellow，Y5pale　grecn，Z＝dark　greenの多
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QuGr†z－or†hoclose－piσgioclose　diGgrom
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⑳3
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㊥2

鎚働9㊥8㊥10
島

爾7

11㊥

Kf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PI
I．微文象岩（モタテ石地区），2．アプライト（モタテ石地区），3．花嵐閃緑岩（モタテ石地

区），4．5．6．7．8．花嵩閃緑岩（モタテ石地区），9．花闘閃緑岩（幌内地区），10．トナール

岩（幌内地区），11．微斑蛎岩（幌内地区）

　　　　　　　第2図　深成岩類のqz－Kl」P1ダイアグラム

第1表深成岩類のモード組成
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12．7

46．8

5．4

4．0

0．2

1．4

0．5

28．1

14．5

43．9

8．6

4。3

0．1

0．5

20．0

10．8

52．6

4．1

7．9

0．3

0．5

0．5

1．3

2．0

26．0

6．3

47．5

10．8

6．0

0．2

0．6

0．6

2。0

26．0

10．3

40．4

9，9

0．3

2．8

6．7

2．6

1．0

24．0

45．1

9．4

19．3

0．5

0．9

0．8

8．1

0。7

51．8

14．0

21．9

0．4

1．2

0．5

1．3

100．0　　　100。0　　　100．0　　　100。0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．O　　　IOO．0

1．微文象岩（モタテ石地区），2．

区），9．花闘閃緑岩（幌内地区），

アプライト（モタテ石地区），

10．　トナール岩（幌内地区），

3。花岡閃緑岩（モタテ石地区），

11．微斑栃岩（幌内地区）

4．5．6．7．8．花崩閃緑岩（モタテ石地
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第2表　深成岩類の化学分析値とC亙PWノルム

2 8 9 10 11

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

FeO

MnO
MgO
CaO

N＆20
Kl20

P205

CO2
H20（一）

H20（＋）

74．92

0．19

13．09

0．62

0．76

0．01

0．55

1．16

2．55

4．83

0．03

0．04

0，16

0．91

65．50

0．49

16．52

1．44

2．48

0．08

1，76

4，65

3．18

2．70

0．09

0．08

0．20

0．97

64．10

0．62

15．90

1．96

3．15

0，11

2．12

4．50

3．23

2．55

0．11

0．64

0．20

0．84

61．71

0．83

15．75

1．96

4．41

0．13

2．82

5．70

3．11

1．80

0．18

0．60

0．17

0．99

56．84

1．32

15．44

2，60

6．02

0．20

3．88

6．95

2．75

1．85

0．31

0．62

0．16

1．05

Tot＆1 99．82 100．14 100．03 100．16 99．99

分析者＝大森江い・寺島　滋

CIPW　noms

q

C

Pl

or

ab

an
di

WO
en

危

hy

en
£s

mt
il

ap

38，11

1．63

55．68

28．54

21．58

5．56

0．00

0．00

0．00

0．00

1．96

　1．37

0．59

0．90

0．36

0、07

23．10

0．13

65．35

15．96

26．91

22．48

000

0．00

0．00

0．00

7．08

4．38

2．70

2．09

0．93

0．21

21．59

0．00

63．75

15．07

27．33

21．35

0．20

0．10

0．06

0．04

8．53

5．22

3．31

2．84

　1．18

0。26

19。12

0．00

60．65

10．64

26．31

23．70

2．79

1．42

0。78

0．59

11．00

6．24

4．76

2．84

　1。58

0．42

12，48

0．00

58．52

10．93

23．27

24．32

6．66

3．40

1．88

1。38

13．50

7．78

5．72

3．77

2．51

0．72

98．71 98．89 98．35 98．40 98．16

D．1． 88．23 65．97 63．99 56．07 46。69

2　アプライト（モタテ石地区），

（幌内地区）

8．花闘閃緑岩（モタテ石地区），9．花崩閃緑岩（幌内地区），10．　トナール岩（幌内地区），11．微斑編岩

色性をしめす．又，淡黄色のジルコン，燐灰石，磁鉄鉱

をともなっている．

　花嵐閃緑岩は深成岩体の主要部分をしめ，深成岩露出

地域モタテイシ川，No。1沢，No．2沢，ホヤ石川上流

地域に広く分布する．一般に中粒の等粒状組織をしめ

し，斜長石＞石英＞正長石＞黒雲母＞角閃石と少量のジ

ルコン，燐灰石，磁鉄鉱で構成される．斜長石は累帯組

織をもち，一般に3mm前後のものが多く，An38から

An42をしめす．石英は他形で2－2。5mm前後のものが

多く，大きいもので4mmに達する．石英は斜長石の粒

間を埋めるもの，細粒斜長石とポイキリティック組織を

作るものがある．正長石は石英と同様に斜長石粒間を埋
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め，他形で2mm前後のものが多く，ペルト石状組織，

ごく稀に微ペルト石様組織を作るものがある．黒雲母は

半自形一他形で0・5－1mm前後のものが多く，X－pale

brownishyellow，Y÷Z＝darkbrown－reddishbrownの

多色性をしめす．角閃石は半自形，1－3mm前後のも

のが多く，大きなもので5mmに達するものもあるが量

は少ない．多色性はX＝yellow，Yニpale　green，Z＝

dark　greenで，c〈Z＝27。をしめす．ジルコンは淡黄色

から無色で，稀に淡紅色のものもみられる．少量の燐灰

石，磁鉄鉱をともなうが，後者は黒雲母と共存するもの

が多い。斜長石から変わった絹雲母，緑簾石，黒雲母か

ら変わった緑泥石や黄鉄鉱などの二次変質鉱物をともな

っている．

　アプライトはモタテイシ川中流から海岸に，また，No．2

沢下流にほぼ北東北方向に小規模な分布をする優白質な

岩石で，主に細粒の石英＞斜長石＞正長石で構成される

等粒状の岩石である．石英は粒状他形で1・8mm前後の

ものが多い．斜長石は半自形一他形で累帯組織をもち，

内部の斜長石はAn56をしめすものがあるが，外側部の

ものは石英より屈折率が低く曹長石質のものである．正

長石は一般に0・5－1mmの粒状のものが多く，石英中

のものは小型で，自形粒状をしめしペルト石組織が良く

みられる．黒雲母は時折斜長石と共生し，緑泥石化して

いるものが多い．斜長石は又絹雲母化している場合があ

る．

　微文象岩はNo．2沢のアプライト中の一部にみられる

もので・主として，石英＞正長石＞斜長石で構成され，

全体に微文象状組織をつくり少量の黒雲母，燐灰石を伴

う．斜長石は細粒他形で，An43をしめす．この斜長石は

石英とミルメカイト状組織を作る場合も認められる・正

長石は極く一部マイクロクリン状の組織を作るものがあ

るが・多くはペルト石組織をつくり石英と微文象状組織

をつくっている．黒雲母は少なく，葉片状で0・3mm前

後の細粒の場合が多い．黒雲母は酸性岩になるにしたが

って多色性が強くなり，X＝ye11・w，Y÷Z＝reddish

brownをしめす．極く一部に，文象状組織をつくらず等

粒状の組織をつくる部分があるが，この部分では石英＞

斜長石＞黒雲母からなっている．

　これらの深成岩類は，全体として斜長石の累帯配列，

石英一正長石の微文象構造が良く認められ，中深度から浅

所にかけての遊入，急冷却の様子を良くしめしている．

これらの深成岩類の分析値，ノルム，モードはそれぞれ

第1図，第1表，第2表にしめした．これらの深成岩の

性格については島津（1964）によって議論され，阿武隈

帯の新期深成岩に属するものとされている．これらの岩

石の絶対年代は柴田・山田（1978）によって95・8土3．1

m。y．と測定されており，柴田・石原（1977）の87Sr／86Sr

の初生値の測定とあわせ，島津と同様に阿武隈の新期深

成岩帯に属するものとされている。

　第3図は奥尻島西部の深成岩と北上，阿武隈山地の新

期深成岩と比較のため作成したアルカリ・ライム指数に

よる岩石系列図である．この資料は小野・曽屋（1974）

と服部・野沢（1959）によってまとめられた分析資料を

もとにしている．この図では奥尻島西部の深成岩の岩石

系列は，北上山地蟹岳や阿武隈山地北部と南部の深成岩

類の間に位置し・これらの岩石は岩相・岩質の多様性があ

るにもかかわらず近い岩石系列の指数をしめしている』

3．基盤岩中にみられる構造

　基盤堆積岩の摺曲構造は無層理の火山性堆積岩が多い

ため明らかでないが，　藻内層中の凝灰岩はほぼN70。E

の走向を有し，南に100とゆるく傾斜する．一方，基盤

岩中には特徴的な断層，断裂系が良く発達する．No．2

沢の南には東西系の断層が推定され，地域の基盤地塊は

その断層を境として，北部と南部で明瞭な違いがみら

れ，北部は大部分深成岩類でしめられ，南部は主として

火山性堆積岩でしめられている．南部地域は新第三紀米

岡層期以後の東北東系断層で2分され，北側には奥尻

層，南側には上位の藻内層が分布し，南側に向って階段

状に落ちた断層構造を作っている．これらの火山性堆積

岩類は弱い熱変成作用を受け，No・2沢付近の深成岩に

関係する堆積岩の分布・産出状態から，藻内沢には深成

岩類の露出は認められないが，堆積岩全体の分布は深成

岩を覆うルーフ・ペンダント状構造をつくるものと推定

される．

　地域の基盤岩地帯には，多くの断裂系の発達が認めら

れる（第4図）。第1図，第’9図では，比較的規模の大き

なNW系断裂が主に記入されているが，頻度の高いもの

はN10。E・700E系のもので，測定数の14％をしめ，これ

に次いで上記NW系（N50。W・80。SW系）のものが11

％をしめる．このように断裂系の主なものは，この2つ

の方向でしめられる．　この他のものにはN－S・250E，

N10。W・80。SW，N40QW・800NEのものが，それぞれ6

％みられる．これらの断裂帯は一般に絹雲母質粘土をと

もなうが，N100E系のものは断裂の発達の規模が大き

い．

　調査地域の断裂系は，その規模，性格からN50。W・

80。SW系を一次の張力裂力，N10QE・700SE系をフリク

ショナル・シェア裂力と仮定すると，ストレスの方向は

北西60。の方向から30Q程度のゆるい傾斜で押し上げてき
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　1．奥尻，2．姫神，3．蟹岳，4．広田，5．折壁一1，6．折壁一2，7．束稲，

　8．阿武隈北部，9．阿武隈南部

第3図　奥尻，北上，阿武隈地方白亜紀深成岩類のアルカリーライム指数

た形になる．

必要とする．

しかし，この方向については，まだ検討を

4。鉱化作用

調査地域では，モタテイシ川の露頭を除いて坑道探鉱

されたものはなく，稼行の対象となる鉱床は知られてい

ない．しかし，この地域には，深成岩に関係する鉱化作

用として花歯閃緑岩を母岩とする斑岩銅鉱床型鉱石

（Plate1－1）の転石，モリブデン鉱石など，また，鉱化

作用には電気石一正長石をともなう高温型の変質作用が

ともなわれ，白亜紀一第三紀初期の鉱化作用を考察する

上で，特徴ある，興味深い鉱化作用が認められる．

　今回の調査で，この地域には，モタテイシ川のNo・

2，No・3，モナイ沢のNo・4，No・5の露頭が認められ

た．また，幌内海岸では，幅2mを超える電気石一石英

脈が認められたのであわせて記載しておく．

　1）幌内海岸，電気石一石英脈：この露頭は幌内川川

口西約100m近くの海岸にみられ，花崩閃緑岩中にN10。

一200E・600SEの走向・傾斜をしめす幅約2・5m，延長

約7mの露頭である（第5図）・この露頭は（i）電気石一石

英，（五）石英一電気石一黄鉄鉱からなる2つの相と，両相を

角礫化した3つの部分で構成されている．

　（i）電気石一石英相は暗黒色のもので，時に斑状の石英

をともない，その組成鉱物は大部分淡褐色から淡緑色の

多色性をしめす放射状，針状の電気石と粒状の石英で構

成され，少量のルチール，楯石，燐灰石をともなってい

る。石英は一般に0・54mm前後の他形粒状のものでモ

ザイク状の集合をするものが多い（第5図）。

　（道）石英一電気石一黄鉄鉱相は白色の細脈，レンズ，溜

状にみられるもので主として粒状の石英で構成される

魁少量の放射状電気石をともなっている．石英は2－

4mm前後の粒状他形で，強い波状消光をしめすものが

多い．黄鉄鉱の鉱染がしばしば認められる．

　㈹　角礫質相は，（i），（五）相を切って破砕状石英一電気
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第4図　奥尻島調査地区の裂力系ステレオ投影図

石一硫化物で構成される．石英は破砕され角礫質になっ

ていて，その粒間は再結晶性モザイク状の微細な石英で

埋められている．電気石は（i），（置）相の放射状のものと異

なって，細粒柱状あるいは針状の単結晶（0・05－0・2mm）

の集合体をつくり，散点状のものは石英とポイキリティ

ックな組織をつくっている．また，石英破砕部を埋める

微細粒石英にともなって少量のルチール，黄鉄鉱，閃亜

鉛鉱，方鉛鉱，燐灰石が認められる．

　2）　モタテイシ川No・2，硫砒鉄鉱一閃亜鉛鉱一方鉛

鉱一輝水鉛鉱一黄鉄鉱鉱脈：この露頭はモタテイシ川上流

270mの左岸にみられるもので，以前奥尻神泉鉱山によっ

て坑道探鉱が行われた．この鉱床についての調査は福富

・園木（1936）によって行われている．この調査での鉱

石の分析品位を第3表にしめした．

　この露頭はモタテイシ川下流に分布する石英閃緑岩中

の鉱脈で（第6図）N250W・70。SWの走向・傾斜をし

めし，延長約7m，幅L5mのものである・この鉱脈は第

7図のスケッチにしめしたように，中央部の（五）絹雲母粘

土帯（50cm），その両側に，すなわち下盤側に30cm，

上盤側に70cmの幅の（i）硫砒鉄鉱一黄鉄鉱一閃亜鉛鉱一方

鉛鉱一絹雲母一石英帯，下盤側の（i）帯中の㈹不毛白色石英

脈の3相でつくられている．（i）硫化物一絹雲母一石英の相

は更に内側の絹雲母を主とする亜相と外側の比較的硫化

物をともなう暗灰一黒色の絹雲母一石英の亜相に分けら

れ，後者の亜相の暗黒色部には墨流し状に微細な輝水鉛

鉱が共生する（Plate1－7）・絹雲母は不毛石英を除いて後

期に形成されたもので，葉片状，放射状の結晶を作って

粒状石英（一般にL5mm前後）をとり囲んでいる．硫

砒鉄鉱，閃亜鉛鉱，方鉛鉱，黄鉄鉱，ルチール（Plate

1－6），楯石，燐灰石は絹雲母と共生して形成されている

ものが多い．また，粒状石英中に微細な錫石，電気石が

みられ，電気石は青緑色，淡褐色，淡黄色の多色性をし

めす．

　3）　モタテイシ川No・3，硫砒鉄鉱一黄鉄鉱一閃亜鉛

鉱一絹雲母脈：この鉱脈はモタテイシ川上流600m付近の

川底に露出するN100W・70。NEの走向・傾斜をもつ幅約

1mの鉱脈である．この鉱脈の主成分鉱物はほとんど絹

雲母でしめられ，硫砒鉄鉱，黄鉄鉱，少量の閃亜鉛鉱や

墨流し状の微粒輝水鉛鉱の細脈をともなっている．この

絹雲母は比較的粗粒で，0。2－0。4mmの粒度の葉片状，

放射状の集合をつくっている．硫化鉱物は全体として硫

砒鉄鉱，黄鉄鉱が多いが，閃亜鉛鉱がしばしばみられ，

ボーノナイト，含銀四面銅鉱などと共生する．ボーノナ

イト，含銀四面銅鉱のX線マイクロアナライザーによる

分析値は第4表，第5表にしめした．ボーノナイトと含

銀四面銅鉱の共生はPlate1－8にしめしたように，含銀

四面銅鉱をとり囲んでボーノナイトが形成され，ボーノ

ナイトは青みがかった灰白色の反射色をしめし，異方性

が認められる．含銀四面銅鉱の反射色は褐灰色で異方性

は認められない．黄鉄鉱集合部の黄鉄鉱中の包有物とし

て稀に灰重石が認められる．副成分鉱物としては，少量

伴われる石英中に錫石，ジルコン，ルチール，楯石，燐

灰石などが認められ，絹雲母中にはルチール，燐灰石，

小粒の黄玉をともなっている．錫石は石英中に自形の結

晶が認められる（Hate1－4），

　4）　モナイ沢No・4絹雲母一石英珪化脈：この露頭は

モナイ沢川口から約600m上流の河岸に位置し，N50QE・

700NWの走向・傾斜をもつ幅3．3mの珪化脈で，微粒の

黄鉄鉱鉱染がみられる石英安山岩質凝灰岩を母岩とする

ものである．これは全体に珪化され，灰白色をしめす．

この珪化岩は細かく破砕され，破砕粒間は絹雲母の網状

脈で埋められている．硫化物は主として鉱染状の黄鉄鉱

からなるが，絹雲母網状脈中に硫砒鉄鉱，黄銅鉱，閃亜

鉛鉱，方鉛鉱や少量のルチールを伴っている．閃亜鉛鉱

の色は他の脈にみられるものと異なって淡黄褐色から淡

こはく色で，無色に近い透明度の高いものである．黄銅

鉱は閃亜鉛鉱に，閃亜鉛鉱は方鉛鉱に交代されていて，

それらの形成順序を良く示している．

　5）　モナイ沢No・5，　黄鉄鉱一白雲石一電気石一絹雲母
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q－tr　phase：石英一電気石相，tr－q－gn－zn－py　phase：電気石一石英一方鉛鉱一閃亜鉛
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　　　　第5図　幌内海岸の電気石一石英脈スケッチ

第3表　No。2露頭鉱石分析値（福富。園木，1936）

1 2

Au
Ag
Cu
FeS2

Pb

Zn

0．00

　tr

　tr

35。48％

0。35％

7，95％

o。0160！000

0。7230／。。。

2．33％

脈；この鉱脈はモナイ沢上流700mの右岸に露出する（第

8図）・この露頭は石英安山岩質凝灰岩を母岩とし，N50。

W・70。SWの走向・傾斜をもつ幅約50cmの脈で第9図

にみられるように，下盤側に約30cm幅の（銭）黄鉄鉱一絹

雲母を主とする相と上盤側の（i）石英一絹雲母一黄鉄鉱の2

つの相からなり，この脈の上下盤に多量の電気石をとも

なう正長石一石英の変質岩をともなっている。

　上盤側の（i）石英一絹雲母相は，黄鉄鉱を鉱染する石英一

絹雲母亜相と塊状，脈状黄鉄鉱濃集部の2亜相をつくっ

ている．

　（道）の黄鉄鉱一絹雲母相は，微細な黄鉄鉱の鉱染で暗灰色

を呈する絹雲母亜相と，中央部や下盤側のレンズ状，細

脈状黄鉄鉱亜相の2亜相に分けられ，黄鉄鉱亜相は黄鉄

鉱一白雲石一電気石の鉱物組合せをしめす（Plate1－3）・中

央部黄鉄鉱細脈周辺の絹雲母は1－2cm閲黄鉄鉱の鉱染

がほとんどみられない白色の絹雲母帯をつくっている．

　No．2，3，5露頭の絹雲母，No・5露頭下盤変質岩中

の正長石をX線回折装置で同定した結果，絹雲母はいず

れも2M、型のポリタイプで，正長石は曹長石を含むパー
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　第7図　モタテ石沢No。2露頭スケッチ

（Cuo．g3Ago．01）2S・2（Pb1．02Feo．01）S・Sb2．13S3

第5表　含銀四面銅鉱化学分析値

wt％ atom．ratio

サイト質正長石であることが明らかになった．

X線データは第6表にしめした．

これらの

Cu
Ag
Zn
Fe

Sb

S

33．84

4．79

2．34

4．30

30．30

23．99

9．25

0．77

0．62

1．34

4．32

13．00

5・母岩にみられる変質 99．56

この地域の鉱化作用に関係する母岩の変質作用は基盤 5（Cuo．g3Ago．08）2S・2（Zno．32Feo．67）S・2Sb2．16S3
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第6表　絹雲母，正長石X線回折資料

Sericite （2） Sericite （3） Sericite （5）　　Microperthite　　（5）

d（A）

10．0

5．00

4．48

4．25

3．70

3．34

3．18

3．13

2．95

2．83

2．57

2．45

2．209

2．136

1．994

1。818

1
5
3
2
2
4

10

4
2
1

1

d（A）

10．0

5．00

3．69

3．33

2．86

2．76

2．49

2．207

1．995

1
8
5

4

10

W

W

6

d（A）

10．0

5．00

4．48

4．25

3．69

3．48

3．33

3．20

2．98

2．86

2．78

2．57

2．49

2．209

1，994

1
9
5
1
1
3
1

10

1

1

W

5

d（A）

6．50

6．36

4．03

3．85

3．77

3．66

3．52

3．33

3．19

3．16

2．92

2．86

2．55

1
1
1
5
1
2
4
3
2

10

4
2
2

2

（2）No．2鉱脈中の絹雲母，（3）No．3鉱脈中の絹雲母，（5）No．5鉱脈中の絹雲母，（5）No。5露頭変質岩中の微ペルト石，w：非常に弱い

地塊全域に認められ，熱水変質で特徴づけられる下記の

3つの鉱物組合せからなる．

a・緑簾石一緑泥石一曹長石一石英一炭酸塩鉱物

　b・絹雲母一石英

c・　正長石一電気石一石英

　＆・緑簾石一緑泥石一曹長石一石英一炭酸塩鉱物の変質

は，各鉱脈の最外側の変質帯にみられるだけでなく，調

査地域全域に広く分布する．この変質岩は全体に原岩石

の組織を残し，花南閃緑岩では黒雲母，角閃石の仮晶を

残して緑泥石が生じ，斜長石を交代して緑簾石，絹雲

母，曹長石の形成がみられる．モタテイシ川No・2露頭

付近では塊状の磁鉄鉱，鉱染状の黄鉄鉱を伴っている．

　b・絹雲母一石英の変質鉱物組合せは，モタテイシ川

No・3露頭，モナイ沢No・4露頭の脈際に観察される

が，それのみでなく地域全体の断裂に硫化物の細脈を伴

って認められる（第10図）・これらの絹雲母は鉱脈中のも

のと同様に比較的粗粒で，0．2－0．4mmに達するものが

多く，しばしば，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱，硫砒鉄鉱の鉱染を

伴い，また鉱脈中のものはすでにのべたように有用金属

の硫化物，酸化物，特殊な珪酸塩鉱物と共存する．

　c．　正長石一電気石一石英の変質はモナイ沢No・5露

頭，モタテイシ川No・2－No・3露頭間，幌内海岸の電

気石一石英脈などの周辺地域にみられる．

　モナイ沢No・5露頭の脈際にみられるこの変質は第9

図のスケッチにみられるように，脈の上盤側では（i）絹雲

母一石英一黄鉄鉱相の上盤側に約15cmの幅で，下盤側で

は（廿）絹雲臥黄鉄鉱相の下盤側に約40cmの幅でみられ，

淡紅色の正長石と網目状，溜状の電気石を伴う変質岩を

つくっている．この変質岩は母岩の石英安山岩質凝灰岩

の組織を残さず，大部分微細なモザイク状正長石と少量

の石英からなる鉱物組合せを作る．電気石放射状集合部

に共生する正長石は自形菱形の結晶を作るものがある

（Plate1－2）・また，鉱染状の黄鉄鉱と少量のルチール，

ジルコン，燐灰石が共生する．この変質岩は外側寄りに

ややカオリン質粘土が多くなり，緑簾石一緑泥石一絹雲

母一カオリンの組合せをもつ変質岩に変わり，更に鉱化

変質を受けないホルンフェルス化した角閃石一黒雲母一石

英の岩石に移り変わっている．

　モナイ沢入口付近には数mmの電気石一正長石の細脈

が認められ，その周辺には数mmの範囲で類似の変質を

伴っている．この変質は電気石一モザイク状正長石一緑簾

石の組合せをしめし，その外側は石英安山岩質凝灰岩の

組織を残す緑簾石一緑泥石一曹長石組合せの変質岩をつく

っている．
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　　　　　　　第10図　奥尻島西部調査地区の変質帯分布図

　この他，モタテイシ川No・2－No・3露頭間のものは石

英閃緑岩中に約60mの範囲にわたって絹雲母一正長石一石

英の組合せをもつ変質岩を作り，幌内海岸の電気石一石

英脈露頭付近のものは花歯閃緑岩中に同様な絹雲母一正

長石一石英の変質鉱物組合せをもつもので，黄鉄鉱の鉱染

と少量のルチール，燐灰石を伴っている．この変質は調

査地域全域では，全体として狭い範囲をしめるものであ

る．

　この地域の鉱化作用は電気石一正長石一輝水鉛鉱や転石

にみられたような斑岩銅鉱床型鉱石の形成を伴うような

ものであるにもかかわらず，高温と考えられる鉱化域は

狭く，形成された電気石，輝水鉛鉱も一部をのぞいて細
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粒放射状，針状のものが多い。このような鉱化作用の性

格はBuDDINGToN（1935）によって生野・明延（K姐o，

1927）やCLIMAx（BuTLAR　and　VANDEwILT，1931）の錫，

錫一タングステン，輝水鉛鉱一正長石一石英鉱床の性格から

ゼノサーマル型鉱床として分類されたものであり，先に

記述した深成岩の浅所道入の性格からも，この地域の鉱

化作用は同型のものに含まれるものである．

同種，同型の鉱床が知られている（NARITA，MIMU踏and

KOMURA，1979）。

奥尻島の深成岩の性格は，阿武隈型（島津，196鶴柴

田・山田，1978）と言われている．しかし，鉱化作用の

性格は北山上地の鉱床（五十嵐・島津，1961）に類似す

る．これらの問題については，西部北海道の基盤地塊中

の中生代末の深成岩や鉱化作用を含め，あわせて検討し

ていきたい．

6．ま　とめ

奥尻島西部の基盤岩類は，東北東系の新第三紀以降の

断層と古期の東西系の断層とで南側に落ちた階段状の構

造を作って分布する．北側の基盤地塊は深成岩体を主と

し，南西縁に先第三系の藻内層が分布する．中間地域を

しめる東西断層，東北東断層間は奥尻層が比較的広く分

布し，北部に窓状に深成岩が露出する．東北東断層以南

の地域では深成岩は全くみられず藻内層のみが分布す

る．これらの先第三系は全体に弱い熱変成作用を受けて

いる．

深成岩類は幌内川の微斑楊岩を含めてトナール岩，石

英閃緑岩，花南閃緑岩，アプライト，微文象岩からなる

が大部分は花商閃緑岩である．これらの岩石には，正長

石，石英による微文象組織や斜長石中の累帯組織が認め

られ，比較的浅所逆入の深成岩と考えられる．

　断裂構造はN10。W・700NW，N50。W・65。NEのものが

顕著で，とくに後者のものは前者のものに比べて規模か

大きい．硫化物を伴う鉱脈は特定の断裂系に規制され

ず，様々な方向の裂力に形成されているが，これらの裂

力には絹雲母，硫砒鉄鉱，黄鉄鉱，珪化作用がみられ，

地域の鉱化作用との深い関連性を伺わせる．

　鉱化作用は1）電気石一石英一（硫化物），2）絹雲母一石英一

硫化物，3）絹雲母一硫化物，4）石英一絹雲母一硫化物，5）

絹雲母一電気石一白雲石一黄鉄鉱などの鉱脈が認められ，そ

の周辺の母岩に電気石一正長石（ポタシック），絹雲母一石

英（フィリック），緑簾石一緑泥石一曹長石一絹雲母一石英一

炭酸塩鉱物（プロピリティック）の変質岩を作ってい

て，一般的な斑岩銅鉱床型の鉱化変質と類似の性格をし

めしている．伴われる硫化鉱物は黄鉄鉱を主とするが硫

砒鉄鉱，黄銅鉱，閃亜鉛鉱，含銀四面銅鉱，ボーノナイ

ト，輝水鉛鉱，磁鉄鉱，ルチール，錫石，灰重石などが

認められ，鉱化変質帯には電気石，正長石，曹長石，2M、

型雲母のポリタイプ，黄玉などが認められた．これらの

鉱化作用は深成岩の性格ともあわせて浅所高温型鉱化作

用の一類型と考えられる．

　西南日本内帯，東北日本，北海道西部の基盤岩中にみ

られる中生代末の鉱化作用には類似のものが認められ，
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Plate1

1　モタテ石沢斑岩銅鉱石転石．（鉱石試料）石英閃緑岩中の鉱染状の

　黄銅鉱（cp），磁鉄鉱（mt）とそれらと共生する二次正長石（or）．

2　No・5露頭下盤側の正長石（or）一電気石（tr）変質岩．

　　（透過顕微鏡，単ニコル）

3　No・5露頭中の電気石（tr）一臼雲石（dl）一黄鉄鉱（py）鉱石．

　　（透過顕微鏡，単ニコル）

娑　No・3露頭中の絹雲母（sr）一石英（q）一錫石鉱石（cs）．

　　（透過顕微鏡，単ニコル）

5　No・3露頭中の絹雲母（sr）一硫砒鉄鉱（asp）鉱石．

　　（透過顕微鏡，単ニコル）

6　No・2露頭中の輝水鉛鉱（mo〉一ルチール（rt）鉱石．

　　（反射顕微鏡，単ニコル）

7　No・2露頭中の細粒。葉片状輝水鉛鉱（mo）集合部．

　　（反射顕微鏡，単ニコル）

8　No・3露頭中のボーノナイト（bm）一含銀四面銅鉱（丘）一閃亜鉛鉱（sp）鉱石．

　　（反射顕微鏡，単ニコル）
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